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【緒言】酸化物材料を使用した熱電モジュールは、高温大気中においても使用することが可能である。しかし、素子と

電極との間に生じる接触抵抗の影響で、内部抵抗が高くなり変換効率が低くなる課題がある。この問題を克服する一つ

の手段として、本研究では、酸化物材料の電極面に金蒸着を施した熱電モジュールを作製し、IV特性を評価した。 
【実験方法】一般的な固相反応法を用いてp型試料：[(Ca0.99Y0.01)2CoO3]0.62CoO2とn型
試料：Ca0.93Bi0.07MnO3を作製した。Wheel sawで試料を4mm角に切断した後、銀ペー
ストで銀電極を接合したモジュールと、切断後、Ion coaterで試料の電極面に金蒸着を
施した後、銀ペーストで銀電極を接合したモジュールをそれぞれN=5で作製し、各モ
ジュールについて IV特性を評価した。 
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図．酸化物熱電モジュールの出力特性

(TH=573K, ΔT≒276K) 

【結果】IV特性の測定結果より、金蒸着を施した素子は通常の素子に比べて内部抵抗
が低減することを確認した。また、同条件で作製したモジュール同士の性能差も小さ

い事が分かった。一方、開放電圧は各モジュールともほぼ等しい値を示した。このた

め、右図に示すように金蒸着を施したモジュールの方が最大出力の値も大きくなる結

果となっている。金蒸着した中で最も高い性能を示したモジュールの開放電圧と最大

出力は、TH=573[K]、ΔT=276[K]においてそれぞれ50.4[mV]、10.4[mW]となった。 




